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広島支店 
 

 

 

株式会社 





Bor.No.1

足場高

0.3m以上

Bor.No.1

調査孔閉塞状況

Bor.No.1

施工後



Bor.No.2

施工前

Bor.No.2

試掘状況

Bor.No.2

試掘完了

GL-1.00m



Bor.No.2

試掘完了(近景)

Bor.No.2

搬入状況

(小型移動式クレーン)

Bor.No.2

環境保全

仮囲い状況



Bor.No.2

全景

Bor.No.2

掘進状況

Bor.No.2

標準貫入試験状況



Bor.No.2

残尺

L=2.65m

Bor.No.2

残尺(近景)

Bor.No.2

検尺

全長 9.65m

残尺 2.65m

検尺 7.00m



Bor.No.2

検尺(近景1)

Bor.No.2

検尺(近景2)

Bor.No.2

検尺(近影3)



Bor.No.2

足場高

0.3m以上

Bor.No.2

調査孔閉塞状況

Bor.No.2

施工後



Bor.No.3

施工前

Bor.No.3

試掘状況

Bor.No.3

試掘完了

L=1.00m



Bor.No.3

試掘完了(近景)

Bor.No.3

搬入状況

(小型移動式クレーン)

Bor.No.3

環境保全

仮囲い状況



Bor.No.3

全景

Bor.No.3

掘進状況

Bor.No.3

標準貫入試験状況



Bor.No.3

残尺

L=2.65m

Bor.No.3

残尺(近景)

Bor.No.3

検尺

全長 19.65m

残尺 2.65m

検尺 17.00m



Bor.No.3

検尺(近景1)

Bor.No.3

検尺(近景2)

Bor.No.3

検尺(近影3)



Bor.No.3

足場高

0.3m以上

Bor.No.3

調査孔閉塞状況

Bor.No.3

施工後



KY実施状況

給水状況



室内土質試験

土粒子の密度試験

室内土質試験

土の含水比試験

室内土質試験

土の粒度試験

(ふるい分析)



室内土質試験

土の粒度試験

(沈降分析)

室内土質試験

土の液性限界試験

土の塑性限界試験



 

 

 

 

４） 国土地盤情報データベース検定証明書 

  



 

検 定 証 明 書 
 

 

 

東京都千代田区内神田１ －５ －１ ３  

内神田TKビル 

一般財団法人国土地盤情報センター 

理事長 大 西 有 三  

 

 

下記の地盤情報は、当センターの検定要領に基づいて検定した結果、適合し

ているこ と を確認しましたので、 国土地盤情報データベースに登録したこと を

証明します。  

 

記 

 

 

業 務 名 称 

 

発 注 者 名 

 

検 定 数 量 

 

電子納品管理者            地質情報管理士登録番号［     ］  

＊地質情報管理士取得者の場合は、 登録番号が表示されます。  

品質管理評価 ［   ］  

＊検定申込時に提出された「 関連情報」 および「 検定データ 」 の品質管理評価  

（ 評価基準については、「 別紙」 ご参照）  

 

以上 

NGIC202501094号

　 2025年08月22日

株式会社セト ウチ  御中

青少年野外活動センター・ こ ども村測量及び地質調査業務（ 7-1）

広島市  安佐北区

ボーリ ング柱状図　 　 　 3 本

土質試験結果一覧表　 　 2 本

藤原　 泰介 －－

AA



別 紙

◆ 品質管理評価について 

評価基準

ランク 訂正依頼回数 ランク 修補依頼回数
A ０回 A ０回
B １回 B １回
C ２回以上 C ２回以上

＊訂正依頼回数
「関連情報」に不備があり、
当センターの受付担当から
訂正を依頼した回数

＊修補依頼回数
「検定データ」に不適合事項が
あり、当センターの検定部が
修補を依頼した回数

　申込時に提出されてくる「関連情報」と「検定データ」について以下の基準を
設け評価をおこなっています。

１．受付段階 ２．検定段階
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５）照査報告書 

 



06-207

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名

照査技術者 管理技術者 担当技術者

照　査　報　告　書
（一般地質調査チェックリスト）

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受注者印

株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

契約内容の
確認

契約書・特記
仕様書

契約数量・契約工期・業務目的等を
把握している

○ ✔

業務実施体制の
連絡

計画書
業務実施体制・連絡体制を発注者へ
連絡した

○ ✔

発注者の意向
確認

打合せ記録簿
打合せ協議で調査内容・方針等に
ついて発注者の意向を確認した

○ ✔

既往資料の
確認

その他資料
既往調査及び別途調査資料の有無を
確認した

- -

調査項目 計画書
業務目的及び条件に合致した
調査項目（手段）である

○ ✔

調査数量 計画書
業務目的及び条件に合致した
調査数量である

○ ✔

作業工程 計画書
作業工程は妥当であり、全体工期を
考慮した工程計画となっている

○ ✔

業務実施体制 計画書
計画書に業務実施体制・連絡体制が
記載されている

○ ✔

照査計画 計画書
成果品の品質確保のための照査が
適切に計画されている

○ ✔

発注者への
確認

打合せ記録簿 業務計画に対して発注者の承諾を得た ○ ✔

現地状況確認 現地写真ほか
地形・地質を確認し、機材搬入・仮設方法に
ついて事前検討をしている。

○ ✔

現地踏査整理 図面等 現地踏査結果を図面等に整理できている － －

地質調査業務チェックリスト

事
前
確
認

業
務
計
画

現
地
踏
査

基本計画

留意事項

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

仮設・運搬方法は
適切か。

業務計画書
計画どおりで問題なし。芝地への配慮がされ
ている。

〇 ✔

仮設ルート 仮設計画図 計画どおりで問題なし 〇 ✔

掘進長は適切か。 柱状図・コア写
真

軟岩（N値＝50以上）の支持地盤を連続5m確認
している。 〇 ✔

掘止め協議は適切
か 現場写真

協議済で現地の検尺立会を受けている。
〇 ✔

試料採取及びコア
採取は適切か。 コア写真・箱

採取したコアは、コア箱に整理してある。
〇 ✔

試験方法・試験器
具は適切か 現場写真

適切である。
JIS・A・1219に準拠した方法、器具を使用して
いる。

〇 ✔
試験深度は適切か

柱状図
基本的に1ｍ毎に実施している。

〇 ✔

孔内横方向載荷
試験

データシート・
柱状図

試験深度・方法は適切か。 － －

現場透水試験
データシート・
柱状図

試験深度・方法は適切か。 － －

乱れの少ない試
料採取

対象地層・サン
プラー

適切なサンプラーが使用されているか。 〇 －

試験項目
データシート、
試験一覧記録

試験項目は適切。 〇 ✔

試験数量
データシート、
試験一覧記録

試験数量は適切。 〇 ✔
調査時の安全対
策

現場写真、ＫＹ
活動記録。

十分な安全対策が取られている。 ○ ✔

現場の跡片付け 現場写真 埋戻し、周辺の跡片付けされている。 〇 ✔

地質状況から、
協議の上、中

止。

安
全
対
策

搬
入
仮
設

機
械
ボ
ー

リ
ン
グ

標
準
貫
入
試
験

そ
の
他
試
験

土
質
試
験

留意事項

地質調査業務チェックリスト 調査j結果整理

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

得られたデータの
分析と考察

中間報告資料
地質分布解説、Ｎ値分析、土質試験結果等
の分析、考察が記載されている。

〇 ✔

地層及び土性の
判定

中間報告資料
盛土、堆積土、岩盤等、適切に区分されてい
る。

○ ✔

調査位置図の作
成

中間報告資料 問題なし。 ○ ✔

地質断面図の作
成

中間報告資料 周辺地形も考量、反映して作成されている ○ ✔

既往の調査デー
タの活用

中間報告資料
－（既往調査資料はないが、古地図・航空写
真を参考に地史を整理している）

－ ✔

地盤定数の設定 中間報告資料 地盤定数は設定根拠と併せてしめしてある ○ ✔

設計施工上の留
意点

中間報告資料 後続調査計画も含めて記載されている ○ ✔

現場記録写真 中間報告資料 解りやすく整理してある。 〇 ✔

結
果
の
整
理
・
と
り
ま
と
め

留意事項

既往資料特にな
し。

地質調査業務チェックリスト データ整理・とりまとめ

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野



06-207

工
種

チェック項目 提示・確認資料 チェック結果 対象
照査
結果

目次 報告書原稿 報告書の記載事項は適切である ○ ✔

業務概要 報告書原稿 業務概要に誤記は無い ○ ✔

実施数量 報告書原稿 実施数量に誤記は無い ○ ✔

解析方法・条件 報告書原稿
解析方法や条件について、具体的かつ
簡略に記述されている

○ ✔

引用文献・図表 報告書原稿 正しく記載されている。 ○ ✔
地層ごとの設計定
数の設定

報告書原稿
Ｎ値を整理し、土層ごとに設計定数が設定さ
れている。

○ ✔

後続へ申送り 報告書原稿
後続調査について申送り事項が記載されてい
る。

○ ✔

巻末資料の整理 報告書原稿
巻末資料は中表紙を付けて分かり易く整理さ
れている。

○ ✔

打合せ記録簿 打合せ記録簿
業務の流れに沿って打合せ協議記録簿等が
整理されている

○ ✔

成果品作成 報告書
成果品作成方法・部数等は客先の
意向・指示に適している

○ ✔

留意事項

地質調査業務チェックリスト 報告書作成

報
 
告
 
書

備
考

業務名

業務場所

業務期間

発注者名

受注者名 株式会社 セトウチ

青少年野外活動センター・こども村測量及び地質調査業務（7-1）

広島市安佐北区大字小河内ほか

令和7年6月11日　～　令和7年8月31日

広島市安佐北区役所

照査技術者 管理技術者 担当技術者

立野慎二 清水浩二 藤原泰介

受 注 者 印

立
野


